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数がそのような症状を示してくるとすれば、これは何も病気ではない。アルツハイマ
ー型の認知症というのは、90歳になったらこれは病気ではない。では何なのかという
と、これが老耄のあらわれだと。 
 つまり、老耄という、これはいろいろな――きょうは時間がありませんのでお話を
しませんけれども、読んでおいていいと思うのは、井上靖の書いた『わが母の記』と
いうのがあります。それをもし時間があったらぜひ読んでみてください。この人はお
母さんのことをきちんと、その人は認知症になったとされているけれども、これは老
耄のあらわれだと。 
 
死を学べ、生の喜びが理解できよう 
 そうしますと、老耄というのは何なのか。これは自然が私たちに用意してくれた一
つの段階なのですね。人生の一番最後である。そこまで到達するならば、死の恐怖も
なく、がんの痛みもなく死んでいくことができる。ですから、これは自然が用意して
くれた非常にありがたい段階なわけです。ですから、自然がせっかく用意してくれた
慈悲深いそういうス段階、それを病気だといって、怖いものだというふうに考えるの
は、私は賛成できません。 
 
 そういうことで、きょうお話ししたいことは、もう一度まとめますと、幸せという
のは自分が現在いる状況について、持続的に満足して、ありがたいと思っている、そ
ういう状況であって、それが幸せだと思います。２番目に、認知症の人であっても痛
みがなくて、そして穏やかに亡くなるということ、これは私はその段階における幸せ
だと思います。 
 私が今まで看取ってきた人は、全員が大往生です。大往生というのは、もう一度定
義しますと、本人の苦痛がない、穏やかに亡くなるということ、それから、その家族、
周りの人たちがやはりよくやったけれども、ここまでやったし、しかも本人の意向を
尊重したのだという満足感。３番目に、その亡くなっていくというプロセスから、若
い人たちが何かを学んでくれる。つまり、「いのちのバトンタッチ」を受けるという、
この３つが備わったとき、これを私は大往生だといっています。 
 時間がほとんどなくなりましたので、ではこれで。ご清聴ありがとうございました
（拍手）。 
――質問があるそうですから、どうぞ。コメントでも何でも、質問でも結構ですよ。 
 
○司会 大井先生が何か質問などがありましたらいかがでしょうかということですが、
いかがですか。 
○ 私はヘルパーをしていたことがございまして、特に病院に入院するでもない方が、
ふだんと違う、例えばお仏壇でだんなさんに、例えばデイサービスに行くときに、「お
父さん、行ってくるね」といっていた人が、ある日突然、「お父さん、早く迎えに来
 て」と。そうしたら、次の週にその方がもう亡くなっていたんです。 
 それから、次の方は、孫の成人式の着物を自分が用意するんだと張り切っていたお
ばあさんが、やはりある日突然、ああいうものは親が用意すればいいわと、急に言動
が変わって、それで亡くなったんですね。あと、東日本大震災の後、急に言動が変わ
ったやはりおばあさんも亡くなったんです。 
 それで、私、その３ケースのときに、人間が死ぬときというのは自分が判断してい
るのではないかと思うようになって、脳が決めているのではないかと思うようになっ
たのです。何か説明がつかないと思って、それで、先生のお話の中でちょっとそうい
うことを感じまして、あと、今、知的障害者の施設にボランティアで行っているので
すけれども、寿命が短いんですね。60代とか70代で亡くなるんです。 
 それで、その寿命が短いというのは、先生のお話を伺っていて、何となくですけれ
ども、つながるようなところが。 
○大井 ちょっと時間がないから…… 
○済みません。ですから、脳が何か決めているという、自分は医師の資格も何もない
んですけれども、先生が今お話しになったことって、そういうようなことにつながっ
てくるんですかね。 
○大井 わかりました。いろいろと不思議なことは確かにみます。私は、東北に行っ
て、岡部健先生という方にお目にかかりました。この方はがんの患者の４割ぐらい、
自宅にいるときですけれども、進行がんの人たちが「お迎え現象」というのを経験す
ると教えてくれました。私もそういう経験がありますけれども、つまり、親しくして
いたお父さんとかお母さんが、もう末期になってからちょっとあらわれてくるのです
ね。それでお迎え現象というのですけれども。 
 私の場合には、70歳代の後半ぐらいでしたけれども、やはり娘さんが自宅で介護し
ていたら、私が往診したときに、うちの母はこのごろ何かお母さんが来て話している
みたいですと。それで、私、聞いたのですね。何かお母様が来ておられるそうですね
と聞いたら、彼女は、はい、そこに来ていますと。私の右肩の後ろを指さした。そう
いうことはあり得ますし、いろいろと不思議なことはあります。 
○ ありがとうございました。 
○司会 教職課程の学生の皆さんは、この後、介護等体験などを経験する人もいるか
と思います。実際の場面でそのような場合、本日の大井先生のお話の内容を参考にし
てみてはいかがでしょうか。 
大井先生、本日は本当にありがとうございました（拍手）。 
